
奈
京
の
科
奉

・同
学
校
政
策

近

藤

成
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科
家
制
度
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
宋
代
、
特
に
北
宋
で
は
、
多
く
の
土
大
夫

官
僚
に
よ
っ
て
科
翠
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
『
通

観
す
る
と
、
大
要
三
つ
の
時
期
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
仁
宗
朝
の
慶
暦
か
ら
嘉
一
蹴

年
閥
、
一
洞
宗
朝
の
照
寧
年
間
、
そ
れ
に
徽
宗
朝
の
崇
寧
年
聞
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
時
期
の
議
論
な
い
し
改
革
の
中
心
に
位
置
す
る
人
物
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

沼
仲
掩
、
王
安
石
、
奈
京
で
あ
り
、
そ
れ
ら
改
革
論
議
の
基
底
に
は
皐
校
重
視

の
指
向
が
共
通
す
る
。
取
土
(
科
事
)
と
養
士
(
皐
校
)
の
一
致
は
、
建
前
論

か
ら
言
え
ば
「
聖
賢
の
制
度
」
の
復
活
で
あ
り
、
ま
た
嘗
時
の
「
士
大
夫
」
政

治
の
質
情
を
勘
案
す
れ
ば
そ
れ
な
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
観
黙
か
ら
す
る
と
、
三
つ
の
時
期
は
、
理
想
的
な
率
校
制
が
徐
々
に
質
現

さ
れ
る
過
程
と
な
る
。

政
治
家
と
し
て
の
定
見
な
く
、
立
身
出
世
と
保
身
の
た
め
の
人
気
取
り
政
策

に
終
始
し
北
宋
を
滅
亡
に
導
い
た
と
評
債
さ
れ
る
夜
間
京
と
「
理
想
」
閏
な
翠

校
制
度
の
寅
現
、
こ
の
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
崇
寧
元
年

(一一

O
一
一
)
の
献
策
か
ら
、
天
下
三
合
法
の
寅
施
、
宣
和

三
年
(
一
二
二
)
の
突
然
の
慶
止
ま
で
の
経
過
を
検
討
し
つ
つ
、
夜
間
京
の
科

翠
・
同
学
校
政
策
の
内
容
、
貧
態
と
そ
の
祉
曾
的
・
翠
術
的
背
景
、
慶
止
の
理
由

に
つ
い
て
述
ベ
、
中
園
社
曾
に
お
け
る
理
想
と
現
質
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た

初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
私
領
地
(
ダ
イ
ア
)
に
つ
い
て

森

本

r、• 
.t、

誠

初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
土
地
所
有
形
態
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
幾
つ
か
の
研

究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
大
牢
は
イ
ス
ラ
ム
法
上
の
土
地

範
時
論
に
拘
泥
し
た
り
、
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
に
績
く
一

O
世
紀
後
字
以
降

の
、
イ
ス
ラ
ム
園
家
を
規
定
す
る
軍
事
イ
グ
タ
l
制
へ
の
関
心
か
ら
、
そ
の
制

度
の
起
源
を
さ
ぐ
る
と
い
う
視
黙
に
重
き
を
置
い
た
り
す
る
こ
と
の
た
め
に
、

員
に
こ
の
時
代
の
土
地
所
有
の
質
態
の
把
鐘
に
か
な
ら
ず
し
も
成
功
し
て
い
る

と
は
言
え
な
い
。
ま
た
そ
の
主
張
に
疑
問
の
貼
も
多
い
。
そ
こ
で
、
ア
ッ
パ
ー

ス
朝
時
代
、
イ
ス
ラ
ム
帯
圏
全
鐙
に
及
ぶ
規
模
で
、
し
か
も
特
権
階
級
に
よ
る

ば
か
り
で
な
く
、
「
中
聞
社
命
屠
」
を
生
み
出
す
ほ
ど
に
ま
で
な
る
私
領
地

(
ダ
イ
ア
)
所
有
の
一
般
化
現
象
に
観
貼
を
置
き
な
が
ら
、
初
期
イ
ス
ラ
ム
時

代
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
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征
服
地
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
の
起
源

ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
の
農
地
開
裂
と
大
規
模
私
領
地
経
営

ア
ッ
パ

ー
ス
朝
期
に
お
け
る
私
領
地
所
有
の

一
般
化

皿


